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はじめに
　平成 25 年に閉館した長瀞綜合博物館は、昭和 32 年に汲古館としてオープンし、その後昭和 38 年
に館名を「長瀞綜合博物館」と変更し平成 25 年 3 月まで営業した。閉館に伴い埼玉県が寄贈を受け
ることとなり資料の種別ごとに当館と歴史と民俗の博物館、嵐山史跡の博物館、自然の博物館におい

て収蔵することとなった。

　さきたま史跡の博物館では、約 870 点が収蔵されており随時整理作業を続けている。令和元年度か

ら目録の作成に着手し、種別ごとに「金属製遺物」「古瓦」「玉類」「縄文土器・土製品」と順次目録

の作成を行っている（野中 2018、野中・鈴木・宮原 2019、野中・山田 2020、野中・別所 2021）。今回は、

弥生土器・土師器・須恵器について取り上げる事とした。

１　資料の状態と目録の構成
　閉館以前の保管状況は、大型の資料を立見展示ケース、その他小型の資料は収蔵棚で展示公開され

ていた。そのため受入れの際は、展示現況順に受入番号が振られ、基本的にはそれを踏襲する形で資

料番号となっている。

　目録の作成にあたっては、受入の際に付された資料番号順に計測、観察、写真撮影を行った。また、

資料とともに付属するキャプションやメモ、さらに資料に直接書かれた注記等についても記載するこ

ととした。以下特徴的な土器について概要を述べ、目録の項目構成については、表１のとおりである。

表１

２　資料の概要
　(1)　弥生土器（表２）

　中期・後期の土器がみられる。中期土器は、133・139・140 である。133 は、大きく張りのある胴

部から細い頸部に短く開く口縁部を持つ。頸部と肩部に浅い３条の沈線があり、胴部上半は、縄文の

地紋に沈線で区画した綾杉文と曲線文を交互に配置する。底部は、目の細かい布圧痕を持つ。139 は、
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胴部上半に綾杉沈線文を弧状の沈線で区画する壺形土器である。底部に網代痕を持ち、「松井田出土」

と書いたメモが付属する。140 は、頸部から肩部に水平の条痕文、胴部全体に綾杉条痕文を施し、口

縁部は複合口縁状で、下端に条痕工具を押捺した波状の刻みを持つ。資料カードに、「群馬県出土」

と記される。

　後期は、壺形土器７点 (125・127・128・130・137・138・616) である。125 は、頸部から口縁部に

かけて強く外反し、頸部に櫛描文を持つ。127 は、単純口縁で口縁部内面から外面全体を赤彩し、胴

部に外面からの穿孔がある。128 は、胴部下半に最大径を持ち、肩部に刷毛目押捺による連続羽状文

を持つ。130 は、細い胴部で頸部に 2段の櫛描き連簾文を巡らす。137 は、胴部上半から口縁部にか

けて櫛描波状文と頸部に連簾文がある。138 は、肩部の櫛描波状文を地文に楕円形浮文が４か所付き

縦方向の櫛描がある。

　(2)　土師器（表 3）

　古墳時代から、奈良・平安時代、中世以降の素焼き土器を掲載した。古墳時代では、壺・小型壺（132・

136・176・181・507・509・510・577・578・579・588・592）、広口壺 (182・585・589)、甕・台付甕

(126・131・149・168・511・512・180)、坩・小型丸底壺 (180・502・577・590・591)、埦・台付埦 (175・

178・179・186・580・583・596) 器台・高坏 (141・150・184)、坏 (152・153・174・177・582・587・

595・597・598・600・601・602・604・605・608)、長甕 (513)、鉢 (185・581)、 (606)、ミニチュア

土器 (169・170・171) がある。

　132 は二段口縁壺で、やや潰れた胴部に直立した頸部、口縁部が大きく開き、底部は焼成前の穿孔

である。507 は、長胴の小型壺で底部を丸底に削る。高崎市「笹森神社出土」と記したメモが残る。

509 は、口縁部が外反しながら開く二段口縁で、球形の極めて薄い胴部である。底部は、わずかに上

げ底となる。510は坩形の壺で、球形の胴部に直線的に開く口縁部となり、外面を赤彩する。「信州野沢」

の注記がある。577 は広口壺で、口縁部下端は輪積痕状の稜を持つ。坏 152 は、内面と外面全体に直

線を重ねたヘラ描沈線文を付けている。また、174・595・598・602・604 には暗文が認められる。

　奈良・平安時代は坏（595）、高台付坏 (607)、甕 (512)、がある。中世以降は (166・167・512・595・

603・607・611) で、坏、甕カワラケ（166・610・615・617）、耳皿（167）がみられる。

　(3)　須恵器・灰釉陶器（表４）

　須恵器は、坏・蓋坏 (473・483・484・485・486・612・613)、壺・長頸壺・短頸壺 ( ７・493・494・

497・501・503・508・532・567・614)、脚付長頸壺 (490・495)、脚付短頸壺 (488)、脚付広口壺 (487)、

甕 (568・636)、高坏・有蓋高坏 (491・492・528)、提瓶 (460・461・462・463・464・465・466・467・

468・475)、平瓶 (478・479・480・619)、横瓶 (481・482・489・496)、把手付埦 (524)、 (456・457・

458・459・620) が確認できる。

　坏は 473 が底部外面ヘラ削りで「比企郡亀井村」の注記がある。483 と 484 は蓋坏で、ともに「松

山村」と注記される。485・486 も蓋坏で、486 は外面を回転ヘラ削り蓋頂部は手持ちのヘラ削り調整

である。612 は底部糸切り、赤墨で「茂木」の注記がある。613 は「群馬郡出土」と注記がある。壺

類のうち、493・494・503 が長頸壺で、497・501・508・532 は短頸壺である。脚付壺は、487 が短い

脚部に口縁部が直線的に緩く開く。490 は、1段透かしの脚部で直線的に長く開く口縁部となる。495

は、有蓋で 1段の透かし脚部を持ち、体部との境に底部に向けて穿孔がある。503 は、長頸壺である

が、胴部下半に３孔、底部中央に１孔の穿孔があり、使途が不明である。487 は短い 1段の透かしを
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持つ。488 は短い脚部で口縁部は外反して開く。甕は、568 が丸底で平行叩き目、636 は長胴の尖底で、

格子目叩きである。高坏 491 は長脚で、２段の透かしを持つ。高坏 528 は、短脚２段透かしの有蓋高

坏である。

おわりに

　資料の写真撮影は、野中が行い、目録作成を西口が行った。また、当館学芸員宮原正樹の協力を得

た。なお、今後の目録作成作業で新たに確認された資料については、適宜追加して行きたい。
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表 4
須恵器・灰釉陶器
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